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えんど久子のホームページはっぴーえんど・どっとねっとをぜひご覧ください

を求め議長に申し入れ
大
分
県
商
工
団
体
連
合
会
は
、
７
月
３
日
、
自
営
業

者
な
ど
に
増
税
と
な
る
イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
の
請
願

書
を
元
吉
俊
博
議
長
あ
て
に
提
出
。
イ
ン
ボ
イ
ス
の
実

施
延
期
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
で
、
日
本
共
産

党
の
堤
栄
三
・
え
ん
ど
久
子
両
県
議
が
紹
介
議
員
と
し

て
同
席
し
ま
し
た
。

木
村
鉄
男
県
商
連
会
長
ら
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
の
登
録

を
し
な
い
た
め
に
取
引
を
中
止
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
今

だ
に
周
知
と
理
解
が
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
、
今
年
１

０
月
に
実
施
さ
れ
れ
ば
大
変
混
乱
し
、
経
済
に
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
。
イ
ン
ボ
イ
ス
は
税
率
変
更
を
伴
わ
な
い
消

費
税
の
増
税
策
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。
え
ん
ど
久
子
県

議
は
「
せ
っ
か
く
公
的
支
援
を
受
け
て
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
越
え
て
き
た
事
業
者
を
、
イ
ン
ボ
イ
ス
で
廃
業
に
追

い
込
ん
で
は
な
ら
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

県
議
会
は
７
月
５
日
開
会
さ
れ
、
こ
の
請
願
は
２
８

日
の
県
議
会
総
務
企
画
委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

受け取った森優子議会事務局長は「議

長に伝えます」と答えました。大分県議

会内2023.7.3.

福祉保健生活環境委員会の県内視察
・臼杵市の特別養護老人ホーム四季の里にてＩＣＴを活用した抱

え上げない介護を視察。機器に支えられて立ち上がることを体

験するえんど久子県議。 （右の写真）2023.6.7．

・大分大学の減災・復興デザイン教育研究センターにて。鶴成教

授の話を聞いた後、今年５月の石川県能登地方と同じ地震の揺

れを体験するえんど久子県議。 （下の写真）2023.6.23.

・他にも、荒れた松林を再生させた奈多狩宿住吉海岸の松林を守

る会の活動など、各地を視察。



大分県議会HP→インターネット中継で本会議の録画などを見ることができます。ぜひご覧ください

日本共産党 えんど久子県議が質問

県内の状況は？
え
ん
ど
久
子
県
議
は

３
月
１
４
日
の
県
議
会
の
福
祉
保
健
生
活
環

境
委
員
会
で
、
土
壌
や
水
質
の
汚
染
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
（
ピ
ー
フ
ォ
ス
）
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
ピ
ー
フ
ォ
ア
）
の
県
内
の
状
況
に

つ
い
て
質
問
。
有
毒
で
残
留
性
が
高
く
わ
ず
か
な
量
で
も
、
が
ん
や

低
体
重
出
産
な
ど
の
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

以
下
は
、
会
議
録
よ
り
担
当
課
長
の
答
弁
の
主
旨
で
す
。

県
内
で
も
同
様
に
フ
ッ
素
化
合
物
を
扱
っ
て
い
る
工
場
は
な
い
か

調
査
し
た
が
、
大
分
市
を
除
い
て
は
そ
の
よ
う
な
工
場
は
な
い
。
公

共
用
水
機
能
監
視
水
質
調
査
を
や
っ
て
お
り
、
令
和
２
年
度
と
令
和

３
年
度
は
、
県
と
大
分
市
で
そ
れ
ぞ
れ
河
川
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
の
調
査
を
し
て
い
る
。
現
在
、
県
が
調
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

問
題
は
な
い
。

（
大
分
県
議
会
Ｈ
Ｐ
で
常
任
委
員
会
の
会
議
録
を
見
れ
ま
す
）

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
、
フ
ッ
素
化
合
物
の
一
種
で
泡
の
消
火

剤
や
撥
水
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。
国
が
令
和
元
年

度
末
に
全
国
調
査
を
行
っ
た
。
大
分
市
の
乙
津
川
で
高
い
値
が
検
出

さ
れ
た
。
翌
年
に
大
分
市
の
工
場
を
い
く
つ
か
調
査
し
、
原
因
と
疑

わ
れ
る
工
場
の
周
辺
の
井
戸
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か
高
い

値
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の
井
戸
水
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
原
因
は
は
っ

き
り
し
て
い
て
、
工
場
も
浄
化
対
策
を
取
っ
て
お
り
、
水
道
の
水
源

も
な
い
の
で
、
影
響
は
小
さ
い
と
考
え
て
い
る
。

各
地
で
土
壌
や
水
質
が
汚
染

乙
津
川
で
高
い
値
を
検
出

大
分
市
以
外
は
問
題
な
し

元吉俊博議長（右）に申し入れる左から山下かい党県

書記長、堤栄三・えんど久子両県議。えんど県議は「本

会議での発言機会を増やすべきだ」と強く求めました。

議長は「意見は議会運営委員会などに伝える」と応じ

ました。 2023.6.2. 議長室にて

県議会の質問の機会を増やそう

市
町
村
の
議
会
で
は
、
全
て
の
議
員
が
毎
回
の

議
会
で
一
般
質
問
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
大
分
県
議
会
で
は
、
日
本
共
産
党
県
議
団

（
２
人
）
が
一
般
質
問
で
き
る
の
は
４
年
間
で
９

回
（
１
人
年
１
回
程
度
）
と
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
県
委
員
会
と
県
議
団
は
、
６
月
２

日
、
議
会
改
革
を
求
め
議
長
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

①
毎
回
の
定
例
会
で
希
望
す
る
全
議
員
が
一
般
質

問
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
②
共
産
党
以
外
の

議
員
が
受
け
取
っ
て
い
る
費
用
弁
償
（
議
会
開
会

中
、
報
酬
・
交
通
費
と
は
別
に
１
日
３
０
０
０
円

支
給
）
を
中
止
す
る
こ
と
、
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

今
後
と
も
実
現
を
め
ざ
し
が
ん
ば
り
ま
す
。


